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男 子 校 � 中学校 のみ募集

サレジオ学院中 学 校
高等学校

住所 �〒224-0029　横浜市都筑区南山田3-43-1
TEL �０４５-５９１-８２２２　 FAX �０４５-５９１-１３３４
URL �http://www.salesio-gakuin.ed.jp

環　境
横浜市営地下鉄グリーンライン「北山田」から徒歩５分。港北ニュータ
ウンに位置し、周辺は自然に恵まれています。広大なグラウンドでは
のびのびと部活動が出来ます。

特色ある授業
中学校では、宗教の授業を行っています。旧約聖書や新約聖書を通
じて、人間らしく生きるということはどのようなことかを考えます。中学１年
生は、校長先生が担当します。

修学旅行・研修旅行
中学修了後の春休みに実施していた、全員参加のイタリア研修旅行
の再開を検討しています。サレジオ会発祥の地であるトリノやフィレン
ツェ・ローマ・バチカンを６泊８日で巡ります。

部活動
「知と心と体」の育成に向けて、部活動も大いに尊重・奨励し、２０の
部活動・同好会があります。ただ、勉強との両立のために、１週間に活
動できる曜日を限定しています。

情操教育
中学校で行われる宗教の授業のほか、ミサやボランティア活動、朝の
話（ＨＰに随時アップ）などを通じ、他者を思いやる心、人生のよりよい
あり方について考えます。

進路指導・キャリア教育
文理選択前の高１時、２泊３日の進路ガイダンスを行っています。大学
出張講義ほか多くのＯＢが参加する学部ごとのグループディスカッショ
ンなどを行い、将来について考えます。

行事ピックアップ
9月に行われるサレジオ祭は、企画・運営・広報すべてを高校２年生が
中心となって行っています。クラス企画や模擬店、部活動の招待試合
や研究発表など盛りだくさんの内容です。

グローバル教育
春休み、フィリピンのマニラで語学研修を行っています。語学学校の
寮に宿泊し、マンツーマンレッスンを受けます。姉妹校との交流やボラ
ンティア活動なども行います。

学校ニュース・トピックス
人工芝グラウンド完成に続き、体育館・卓球場・武道場に冷房が完備
され、バドミントン部、バスケ部、バレー部、卓球部、剣道部は、夏も快適
に練習できるようになりました。

●横浜市営地下鉄グリーンラ
イン「北山田駅」徒歩5分
●東急田園都市線
　「たまプラーザ駅」バス17分
　「鷺沼駅」バス14分
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【帰国生入試説明会】
8月 3日（⼟）10：00〜12：00
※1か月前よりweb予約開始

【学校説明会】
９月 7日（⼟）14：00〜16：00
10月 5日（⼟）14：00〜16：00
※1か月前よりweb予約開始

【サレジオ祭】※予約不要
9月21日（⼟）10：30〜16：30
9月22日（日）9：30〜16：00
※詳細は本校web参照。

【中学入試説明会】
11月 2日（⼟）14：00〜16：00
※�1か月前よりweb予約開始� �
（小6対象）

【中学入試報告会】
3月16日（日）10：00〜12：00
※�1か月前よりweb予約開始� �
（新小6対象）

アシステンツァから２５歳の男づくりへ
聖ヨハネ・ボスコが産業革命時イタリアで創立した修道会「サレジオ

会」の学校は海を渡って世界に広まり、日本でサレジオ学院になりました。
ドン・ボスコは、「人間はどのような環境にあっても等しく『全人的成長』を
求められ、それを実現するための機会（教育の機会）をあたえられるべ
きだ」と唱え、当時の青少年たちに自分たちを表現できる遊び場、�
学ぶ教室、祈る教会、そして安らぐ家としてオラトリオを始めました。�
これが今や世界に広がるサレジオ会の学校の共通する基本理念に
なっています。
生徒一人一人の存在を認め、学校生活のあらゆる場面で生徒の

成長を学校全体でアシストすることでサレジオの基本精神を実現して
います。このサレジオ学院の教育理念は“アシステンツァ”（イタリア語で
「共にいる」）という言葉で表されます。目標とすべきは目の前の大学
合格ではなく、『２５歳の男づくり』と考えています。社会人として周囲
が見えてくる年齢の２５歳を目標に定め、知識だけではない精神的に
も成長した立派な大人を目指しています。

校長先生から
明るさと強さを兼ね備えたあなた、何か将来に向けて大きな夢を
抱いているあなた、失敗を恐れることなく自分の力で壁を乗り越え
ようと頑張っているあなた、サレジオ学院が待っています。

在校生から皆さんへ…
仲間思いの親切な友人、ちょっとユニークな先生、心優しくフレ

ンドリーな神父様方に囲まれながら家庭的な雰囲気の中で毎日
学校生活を送っています。体育祭やサレジオ祭、スキー教室など
盛り上がる行事もあって、あっという間の６年間ですよ！
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自修館中等教育学校
住所 �〒259-1185　伊勢原市見附島411
TEL �0463-97-2100　 FAX �0463-97-2200
URL �https://www.jsk.kojo.ed.jp/

環　境
校内は広 と々したスペースで生徒たちはその中でゆったりと過ごすこと
ができます。窓が多く校内は非常に明るい雰囲気です。その窓からは
丹沢の自然を望むことができます。

特色ある授業
「探究」というゼミ形式の授業があります。この授業では他クラス、他学
年の生徒と一緒に討論したり、プレゼンし合ったりします。また、実地調
査に行くこともあります。

修学旅行・研修旅行
3年次には関西方面へ、5年次には海外（オーストラリア）に行きます。
各名所を回るだけでなく、海外では2泊3日のホームステイも経験できま
す。

部活動
運動部、文化部合わせて20のクラブが活動しています。活動日は水曜
日を除く週1日〜週5日です。学年を超えて同じ目標に向かって活動し
ています。

体験学習・総合学習
１年生では愛川ふれあいの村にて1泊2日のオリエンテーションを行い、
親睦を深めます。丹沢山系では登山や大山宿坊体験を実施します。ど
ちらも自然にふれながら、仲間との絆を育みます。

土曜日の過ごし方
⼟曜日の放課後を利用して⼟曜セミナーを開講しています。芝桜鑑
賞、茶道、ゆかた着付け、文学散歩、史跡巡り等が人気です！

グローバル教育
ネイティブによる英会話の授業が毎週あります。放課後には英検の級
別講座も開講。また、様々な留学制度で生徒のチャレンジを応援。海
外姉妹校との交流や交換留学も盛ん。

ボランティア活動
JIC（Jishukan� Interact�Club）が同好会として活動しています。地域
貢献活動やフェアトレードを推進するための活動を行っています。

学校ニュース・トピックス
図書館では、生徒が趣味を展示できるコーナーがあります。全生徒がタ
ブレット（今年の入学者からiPadに変更）を所持しており、授業だけでな
く、ゼミ活動や行事等にも活用しています。

●小田急小田原線
　「愛甲石田駅」
　徒歩18分またはスクールバ
ス5分
　路線バス4分
●JR東海道線
　「平塚駅」
　スクールバス25分
　※スクールバス利用は愛甲
石田からは3年生まで、平
塚からは6年生まで
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【オープンスクール】
9月 7日（⼟）9：30〜11：30

【学校説明会】
10月26日（⼟）9：30〜11：30

【一般入試説明会・体験会】
11月16日（⼟）10：00〜11：30

【探究入試説明会・体験会】
12月14日（⼟）10：00〜11：30

【探究発表会】
10月12日（⼟）9：30〜15：30

【自修祭（文化祭）】※自由見学
11月 9日（⼟）・10日（日）
9：30〜15：30

※要Web予約
※�説明会の日程は変更になる場合が
あります。必ず事前にHPでご確認く
ださい。

探究的な学びで世界に目を向け、� �
グローバルに活躍する人を育てます。
「明知・徳義・壮健の資質を磨き、実行力のある優れた人材を輩出し、
人間教育の発揚を目指す」ことを建学の精神に持った中等教育学校で
す。その教育目標は「自主・自律の精神に富み、自学・自修・実践できる生
きる力を育成する。21世紀が求める人間性豊かでグローバルな人材を輩
出する」です。
その実現のために、探究という総合学習だけでなく、ＥＱ（こころの教育）

を日本で初めて中等教育学校に導入しました。1年間を３ヵ月ごとに区切っ
た4学期制を採用しています。これにより、従来の3学期制における課題で
あった学期ごとの不均等を解消し、年間を通じて同じリズムで生活するこ
とが可能になります。この6年間を通じて生徒たちは将来の夢を実現する
準備を行い、卒業後も自修館での教えを活かして様々な分野で活躍して
います。
今春に20期生が卒業しましたが、多くの生徒が朝や放課後の講座を
利用したり、図書館の自習スペースを活用したりしていました。自修館には
授業以外にも集中して学習する機会やスペースが多々あり、年々進学実
績を伸ばしています。さらに生徒の自律学習を支援するために、放課後自
習室を導入しました。生徒の自主性を応援する学校です。

校長先生から
生徒達には「一人ひとりが自修館」という意識があります。お互い

を認め合い、強い絆が生まれることでどこにもない6年間を過ごし毎
年共に巣立っていきます。今後も「自学・自修・実践」できる生徒を育
成します。

在校生から皆さんへ…
私が一番思い出に残っているのは、「合唱コンクール」です。自修
館の行事は、生徒が主体となって企画・運営を行っていきます。準備
はとても大変でしたが、その経験が自分を大きく成長させてくれました。


